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１．はじめに 

近年，日本は地震，津波，台風などの自然災

害により甚大な被害を受けている．被害軽減の

ためには防災教育を徹底し，防災意識を高める

必要がある．しかし，防災に無関心な人々を防

災教育に参加させることは難しい． 

そこで著者らは，防災に関心をもってもらう

ために，“楽しく考えさせる防災教育”として，

ICT 活用型避難訓練を実施してきた[1]．この避

難訓練では GPS 搭載の携帯情報端末（タブレッ

トやスマートフォン）を用いて，避難シナリオ

で指定された場所に対応するデジタル教材（ビ

デオや選択式質問）を提示する．避難訓練参加

者はビデオ教材を通じて仮想的な被害状況を見

たり，選択式質問教材を通じて避難行動を選択

したりしながら，実際に地域を移動して制限時

間内に避難場所に到着することをめざす．選択

した避難行動により避難シナリオが変化すると

いうゲーム要素（マルチエンディング）を採用

することで，参加者はアドベンチャーゲームを

プレイする感覚で避難を疑似体験できる． 

ICT 活用型避難訓練のデザイン（避難シナリオ

やデジタル教材の作成）には，災害・防災の基

本知識と訓練実施地域についての理解が必要と

なる．そこで，著者らは ICT 活用型避難訓練を

デザインするという防災教育を提案し，Web ブ

ラウザ上で動作するオーサリングシステム（デ

ザイン支援システム）を開発してきた[2]． 

本稿では，このオーサリングシステムについ

て被害状況表現機能（スライド教材作成機能）

を中心に述べる． 

 

２．ICT 活用型避難訓練デザイン 

 ICT 活用型避難訓練のリアリティが高いほど参

加者の防災意識が高まるという考えのもと，2 種

類のリアリティを設定し，避難訓練デザインに

おいてそれぞれ別の手段で向上を図る． 

（１）状況的リアリティ（SR） 

SR は避難シナリオに対応する．避難時にどこ

でどのような状況が発生し，避難行動により次

にどのような状況が発生するかを訓練実施地域

に即するように表現することで，SR が向上する．

例えば，地震避難時に木造家屋密集地帯を通っ

ていると，火事で行く手を遮られ迂回しなけれ

ばならない状況を避難シナリオで表現する． 

（２）視聴覚的リアリティ（AVR） 

AVR はデジタル教材，特にビデオ教材に対応

する．視覚的には，仮想的な被害状況を訓練実

施地域の合成画像として表現することで，AVR

が向上する．例えば，木造家屋密集地帯の写真

画像に炎や煙の画像を合成し，火事の状況を表

現する．さらに，登場人物の画像と発言（字

幕）を合成することで，避難時の心理も表現で

きる．聴覚的には，合成画像に効果音や台詞を

加えることで，AVRが向上する． 

 

３．オーサリングシステム 

 本システムは，防災情報投稿システムと連携

して動作し，SR と AVR の向上を支援する下記

の機能を有している． 

（１）避難シナリオ作成機能 

避難シナリオはシーン（場所）とカット（デ

ジタル教材）で構成されており，シーンやカッ

トは遷移条件に基づいて分岐可能である． 

SR 向上を支援する本機能は，シーンとカット

の構成（遷移条件を含む接続関係）を可視化し，

マウスやキーボードの簡単な操作による避難シ

ナリオ作成を可能にしている（図 1）． 

（２）被害状況表現機能 

ビデオ教材の代わりにスライド教材を導入し，

被害状況を表現する．これは，児童生徒を含め
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た広いユーザ層を想定したことにより，複数の

スライドページ（合成画像）を切り替えるとい

う簡単な操作を重視したためである．各スライ

ドページに合わせて再生する音声ファイルを選

択でき，指定した時間で自動的にスライドペー

ジを切り替える設定もできるため，スライド教

材はビデオ教材と同等の表現力をもつといえる． 

AVR 向上を支援する本機能は，防災情報投稿

システムに予め投稿された素材の組み合わせに

よるスライド教材作成を可能にしている．  

ユーザインタフェース（図 2）の左側に編集メ

ニューが用意され，右側に現在作成（編集）中

のスライドページが表示される．編集メニュー

には背景，前景，キャラクタ，字幕，音声の 5

つのタブがあり，タブを選択することでそれぞ

れの編集が行える． 

① 背景，前景，キャラクタ：被害状況を表現す

るための素材画像がサムネイル表示される．

サムネイルをクリックすると，選択した画像

がスライドページに描画される．スライドペ

ージ上では，マウスをドラッグすることで前

景やキャラクタなどのオブジェクトの拡縮，

削除などが行える． 

② 字幕：字幕内容の入力や表示方法など，字幕

に関する設定が行える． 

③ 音声：投稿された音声ファイルが一覧表示さ

れ，編集中のスライドページに合わせて再生

する音声ファイルを選択できる． 

ユーザは本機能を使ってスライドページを作

成し，被害状況を表現するひとつのスライド教

材を完成させる．完成したスライドはサーバ

（防災情報投稿システム）に保存され，ICT 活用

型避難訓練のデジタル教材として避難シナリオ

に組み込まれた形で提供される． 

 

４．関連研究 

アドベンチャーゲームのオーサリングシステ

ムは多く開発されているが，防災教育に着目し

たものは限られる．例えば，Mangioneら[3]は物

語ベースの防災教育用教材（文字，画像，動画，

Flashなど）をMicrosoft Workflow Foundation上で

組み立てるシステムを開発している． 

本システムは，必要最低限の機能をシンプル

なユーザインタフェースで提供しており，Web

ブラウザ上で動作することから多くのユーザを

対象にできる．特に被害状況表現機能は，簡単

な操作で合成画像ベースのスライド教材を作成

可能にしており，コンピュータに不慣れなユー

ザでも ICT 活用型避難訓練デザインを通じた防

災教育に参加できると期待される． 

 

５．おわりに 

本稿では ICT 活用型避難訓練のデザインを支

援するオーサリングシステム，特にスライド教

材による被害状況表現機能について述べた． 

今後の課題として，更なるユーザインタフェ

ースの改善，防災教育実践を通じたリアリティ

向上に関する評価などが挙げられる． 
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図 1 避難シナリオ作成機能 

 

 
図 2 被害状況表現機能 
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